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い

修
辞
と
言
う
と
、

一
般
に
、
た
ゞ
言
葉
を
飾
る
た
め
の
技
巧
と
考

え
ら
れ
が
ち
で
あ
る
が
、
も
つ
と
本
質
的
な
、
作
家
に
直
接
繋
る
も

の
と
老
え
ら
れ
る
。
例
え
ば
、

一
片
の
雲
を
描
写
す
る
際

「
…
…
の

よ
う
な
雲
」
と
言
う
が
、
十
人

い
れ
ば
十
色
の
表
現
が
な
さ
れ
る
だ

ろ
う
。
従
つ
て
、
修
辞
を
通
し
て
、
作
家
の
価
値
判
断
や
発
想
の
特

質
を
、
あ
る
程
度
推
定
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
老
え
る
。

人
麻
呂
は
技
巧
的
な
歌
人
だ
と
屡

々
言
わ
れ
、
わ
け
て
も
そ

の
長

歌

に
は
多
く
の
修
辞
技
巧
が
認
め
ら
れ
る
の
で
、
ご
の
点
か
ら
彼
に

近

づ
き
た
い
と
思
う
。
長
歌
の
修
辞
と
し
て
は

(
本
論
は
長
歌
の
み

を
対
象
と
す
る
)
、
対
語
、
対
句
、
畳
語
、
畳
句
、
枕
詞
、
序
詞
、

繰
返
し
等
が
あ
る
が
、
今
は
特
に
序
詞
に
限
定
し
た
い
。

人
麻
呂
の
長
歌
は
巻

一
に
四
首
、
巻
二
に
十
首
、
巻
三
に
二
首
、

計

十
六
首
あ
る
。
こ
の
中
に
九

コ
の
序
詞
が
認
め
ら
れ
る
が
、
こ
れ

を
形
態
の
上
か
ら
、
対
句
を
用
い
て
い
る
序
詞
と
、
用
い
て
い
な

い

序

詞

(直
押
式
序
詞
)
の
二
つ
に
大
き
く
分
類
す
る

こ

と

が

で
き

る
。

(対
句
を
用
い
て
い
る
序
詞
は
、
更
に
二
種
に
分
類

で
き
る
。

即
ち
序
詞
全
体
が
対
句

か
ら
成
つ
て
お
り
、
従

つ
て
二

つ
に
分
れ
て

下

へ
連
る
純
粋
に
対
句
式
の
も
の
と
、
対
句
を
中
に
使
用
し
て
は
い

る
が
下

へ
連
る
際
は

一
ヵ
所
に
よ
る
も
の
と
で
あ
る
が
、
便
宜
上
、

同
種
の
も
の
と
し
て
扱
う
こ
と
と
す
る
)

(
一
)
数
量

人
麻
呂
の
「対
句
を
用
い
た
序
詞
」
は
、
　
　
　
　
　
に

各

々
一
箇
す
つ
計
五
箇
認
め
ら
れ
る
。
人
麻
呂
以
後
の
万
葉
歌
人
に

つ
い
て
は
、
赤
人
の
　
　
、
千
年
の
　
、
家
持
の
　
の
四
コ
の
み
で
、

他
に
は
見
当
ら
な
い
。
し
か
も
赤
人
の
　

は
人
麻
呂
の
　

の
意
識

的
模
倣
だ
と
考
え
ら
れ
る
し
、千
年
の
「
…
…
朝
名
寸
二

千
重
浪
縁

夕
茱
寸
二

五
百
重
波
因

辺
津
浪
之

益
敷
布
爾
…
…
」

家
持

の
「
…
…
阿
佐
奈
芸
爾

余
須
流
之
良
奈
美

由
敷
奈
芸
爾

美
知
久

流
之
保
能

伊
夜
麻
之
爾
…
…
」
は
、
人
麻
呂
以
来
の
類
型
的
な
表

現
で
薪
鮮
味
が
認
め
ら
れ
な
い
。従
つ
て
人

麻
呂
以
後
「
対
句
を
用

い

た
序
詞
」
の
使
用
は
殆
ん
ど
認
め
ら
れ
な
い
と
言
え
る
。而
る
に
作
者

岡

本

庸

子

特

に

序

詞

の
使

用

に

つ

い

て

人

麻

呂

長

歌

の

修

辞

研

究



製

作
年
代
不
明
の
長
歌
を
集
め
か
巻
十
三
に
は
、
八
コ
の

「
対
句
を

用

い
た
序
詞
」

(
　
　
　
　
　
　
　
　
)

が
認
め
ら

れ
る
。
巻
十
三

は
、
編
纂
さ
れ
た
の
は
後
で
あ
ろ
う
が
、
記
紀
歌
謡
に
類
型
歌
が
見

出

さ
れ
る
の
み
な
ら
す
、
編
纂
者
自
身
、
既
に
こ
の
作
品
や
作
者
の

伝
来
に
つ
い
て
十
分
の
知
識
を
持
た
な
く
な
つ
て
い
る
所
か
ら
、
こ

の
巻

が
、
編
纂
当
時
民
間
に
流
布
し
て
い
た
古
い
歌

の
よ

せ
集

め

で
、
比
較
的
新
し
い
歌
も
多
い
で
あ
ろ
う
が
、
人
麻
呂
と
同
時
代
、

又
は
、
そ
れ
以
前

の
古
い
伝
諦
歌
も
或

い
は
混
つ
て
い
る
の
で
は
な

い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
次
に
記
紀
歌
謡
に
つ
い
て
、
こ
の
種
の
序
詞

を
見
る
と
、
応
神
記
に

一
、
仁
徳
記
に
二
、
允
恭
記
に
二
、
雄
略
記

に
二
、
計
七

コ

(
紀
も
同
じ
)
認
め
ら
れ
る
。
従
つ
て
、
こ
の
種
の

序
詞
は
、
記
紀
歌
謡
、
人
麻
呂
、
巻
十
三
に
多
く
用

い
ら
れ
、
人
麻

呂

以
後
は
、
殆
ん
ど
使
用
さ
れ
て
い
な

い
。

ご
れ
に
比
し
て

「
対
句
を
用
い
て
い
な
い
序
詞
」
即
ち

「
直
押
式

序
詞
」
は
、記
紀
歌
謡
に
十

一
コ
、
万
葉
集
人
麻
呂
以
前
の
長
歌
に

一

コ
(
幸

二
讃
岐
国
安
益
郡
一之
時
軍
王

見
レ
山
作
歌
)
、巻

十
三
に
は
九

、

コ

(
　
　
　
　
　
　
　
　
　

)
人
麻
呂
四

コ
(
　
　
　
　
)
赤
人

一
コ

(
　)

家
持
十
四
コ

(
　
に
三

コ
　
　
　

に
夫

々
ニ

コ
　

　
　
　
　

に
夫

々
一
コ
)
。従

つ
て
、

「
対
句

を

用

い
た
序

詞
」

と

「
直
押
式
序
詞
」
と
の
使
用
割
合
は
、
記
紀
歌
謡
、
万
葉
集
人
麻

呂
以
前
、

人
麻
呂
、
巻
十
三
と

も
に

略

汝
五

・
五

の

比

率

で
あ

る
が
、
人
麻
呂
以
後

「
対
句
を

用
い
た

序
詞
」
の
使

用
度

は
激
減

し
、
例
え
ば
、
金
村
に
は
こ
の
種
の
序
.詞
な
く
〃直
押
式
序
詞
の
み
三

コ
、家
持
も
、「
直
押
式
序
詞
」
は
十
四
コ
も
使
用
し
て
い
る
が
、
「
対

句
を
用
い
た
序
詞
」
は
　

の

一
首
の
み

で
あ
る
。同
ヒ
序
詞
の
中
、

と
の
種
の
序
詞
の
み
が
使
用
弐
.れ
な
く
叛

る
に
は
、
そ
れ
相
応
の
理

由
が
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

(
二
)
長
さ

「
対
句
を
用
い
た
序
詞
」
の
長
さ
を
見
る
と
、古
"
も

の
ほ
ど

一
首
中
に
占
め
る
%
が
大
き
い
。
即
ち
記
紀
歌
謡
の
「
対
、何
を

用
い
た
序
詞
」
八
首
中
、
全
句
数
の
牛
分
以
上
を
序
詞
が
占
め
る
も

の
七
首
、
申
に
は
総
句
数
十
七
の
中
十
四
句
ま
で
序
詞
で
、
終
三
句

で
本
意
が
述
べ
ら
れ
る
如
き
、
序
詞
の
長

い
も
の
も
あ
る
。
万
葉
集

天
武
天
皇
御
製
は
十
三
句
中
十
句
が
序
詞
、
巻
十
三
も
八
首
中
五
首

ま
で
、

一
首
の
長
さ
の
牛
ば
以
上
を
序
詞

が
占
め
て
い
る
。
人
麻
呂

は
、
　

の
三
十
九
句
中
二
十
三
句
と
い
う

の
が
最
も
長
く
、

一
首
の

牛
ば
以
上
を
序
詞
が
占

め

る

の
は
、
五
首
中
　
　

の
二

首

で

あ

る
。
人
麻
呂
以
後
の

万
葉

長

歌

で

は
、
赤
人
が
　

十
九
句
中
十

句
、

十
五
句
中
十
句
と
長

い
序
詞
を
使
用
し
て
い
る
が
、
千
年
、

家
持
は
、
い
す
れ
も
ご
の
種
の
序
詞
が

一
首
の
牛
ば
迄
達
し
て
い
な

い
。
こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、
記
紀
歌
謡
や
巻
十
三
に
於
て
、
句

数
の
大
牛
を
こ
の
序
詞
が
占
め
て
い
る
の
は
、
こ
れ
が
古
歌
謡
、
言

い
換
え
れ
ば
口
諦
歌
的
な
傾
向
の
強
い
長

歌
に
於
て
、
重
要
な
…機
能

を
持
つ
修
辞
で
あ
つ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

記
紀
歌
謡
は
、
宮
廷
大
歌

や
民
謡
と
し
て
伝
承
さ
れ
て
い
た
の
が
、
記
紀

の
編
纂
に
あ
た
つ
て



記
載
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
巻
十
三
も
亦
、
万
葉
集
編
纂
当
時
、
民

間

に
流
布
し
て
い
た
古
歌
謡
を
収
録
し
た
も
の
ら
し
く
従
つ
て
、
長

い
間
人

々
に
依
つ
て
口
諦
さ
れ
た
歌
が
多
い
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
等
に

「対
句
を
用
い
た
序
詞
」
が
特
に
多
く
使
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、

ご

の
修
辞
法
が
口
諦
歌
の
修
辞
と
し
て
の
機
能
を
持
つ
て
い
る
た
め

と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
、
万
葉

集
中
、
巻
十
三
を

除

け
ば
、
ご

の

「
対
句
を
用
い
た
序
詞
」
は
十
コ
し
か
な
く
、
そ
の
中
五
コ
は
人
麻

呂

が
使
用
し
て
お
り
、
伝
承
歌
的
な
天
武
天
皇
御
製
と
、
他
は
独
創

性

な
く
人
麻
呂
の
追
随
と
し
か
考
え
ら
れ
ぬ
赤
人
、
千
年
、
家
持
の

も
の
で
あ
る
か
ら
、
万
葉
歌
人
中
、
こ
の
修
辞
法
は
人
麻
呂
の
独
壇

場
だ
と
言
え
る
。

口
諦
歌
的
修
辞
と
し
て
の

「
対
句
を
用
い
た
序
詞
」
の
性
格
は
、

下
句

へ
の
か
ゝ
り
方
を
見
る
と
き
、

一
層
明
瞭
と
な
る
。

即
ち
畳
語
を
使
つ
て
下
に
続
け
る
も
の
が
多
い
・

「
聾

瀞

柵

岬枚

麻
志
呂
売
能

許
久
波
母
知

宇
知
斯
涙
富
泥

泥
土
漏
能
』

斯
漏
多
施
牟
岐
・:
」

「
:
・母
登
爾
波

伊
久
美
陥
気
換
斐

須
恵
弊

爾
波

多
斯
美
随
気
涙
斐

伊
久
美
陥
気
』

伊
久
美
波
泥
受

多

斯
美
随
気

多
斯
爾
波
章
泥
受
…
」

(
以
上
「
古
事
記

」
)
「
伊
久
里

0

0

0

0

深
海
流
生
流

荒
礒
爾
曾

玉
藻
者
生
流

玉
藻
成
』

爾
曾

靡
寝
之
児
乎

深
海
松
乃
』
深
目
手
思
騰
…
」
(
人
麻
呂
)
こ
れ
等
は

同
音
反
復

(
畳
語
)
式
に
、
下

へ
つ
ゞ
け
て
い
る
。
専
ら
快
音
の
為

で
あ
つ
て
、
純
粋
な
口
諦
歌
で
あ
れ
ば
あ
る
ほ
ど
畳
語
が
多

い
と
言

う
事
実
は
、
近
世
の
学
者
以
来
周
知
の
こ
と
で
あ
る
。
所
が
、
記
載

文
学
化
さ
れ
、
そ
の
性
質
が
音
的
な
も
の
か
ら
意
味
的
な
も
の
へ
変

る
に
つ
れ
て
、
意
味
的
要
素
の
強

い
連
接
の
仕
方
を
す
る
。
即
ち
、

直
押
式
序
詞
は

「
の
」
で
下
に
つ
ゞ
く

も
の
が
多

い
。
と
り
わ
け
人

麻
呂
以
後
家
持
迄
、
殆
ん
ど
が

「
の
」

に
よ
つ
て
下
に
言
い
か
け
て

い
る
。

(後
代
に

「
の
」
に
よ
る
連
接

が
多
い
ご
と
は

「
国
語
国
文

の
研
究
」
二
十
二
号
で
境
田
四
郎
氏
も
指
摘
し
て
お
ら
れ
る
)
こ
の

「
の
」
の
用
法
を
老
え
る
と
、
下
に
体
言
或
い
は
副
詞
が
来
る
と
き

は
、
上
の
語
を

全
然

修
飾

格
に
し
て

「
和
加
久

佐
都
麻
」
或
い
は

「
伊
都
藻
之
花
乃
何
時
何
時
」
の
用
法

と
な
り
、
用
言
が
連
る
と
き

は

「
紫
草
能
爾
保
救
類
妹
」

「
往
水
之
絶
事
無

」
の
用
法
と
な
る
。

即
ち
、
こ
の
揚
合
に
は

「
爾
保
徹
類
」

「
絶
事
無
」
は

「
の
」
に
導

か
れ
て
、
上
を
受
け
る
と
同
時
に
、
掛
詞
的
機
能
に
よ
つ
て
下
の
句

を
引
き
出
す
も
の
で
あ
る
。
従
つ
て

一
語
で
二
重
の
機
能
を
有
す
る

か
ら
、
同
音
反
復
に
よ
る
連
接

の
仕
方
に
比
べ
る
と
、意
味
内
容
が
遙

か
に
充
実
し
て
い
て
,
そ
れ
だ
け
記
載
文

学
的
な
修
辞
だ
と
言
え
る
。

又
、

「対
句
を
用

い
た
序
詞
」
中
、
畳
語
式
に
続
け
ぬ
も
の
は

「
な

す
」

「
如
」

「
じ
も
の
」

「
も
ご
ろ
」

と
言
つ
た
語
で
続
く
の
が
多

く
、
従
つ
て

「

の
如
く
」
と
言
う
明
瞭
な
警
喩
的
性
格
を
持
つ
序

詞
で
、
直
押
式
序
詞
の

一
語
で
二
重
の
機
能
を
持
つ
掛
詞
式
な
意
味



具
体
的
に
人
麻
呂
序
詞
中
、
最
も
長

い
二
十
三
句
に
亘
る
序
詞
を

持

つ
巻
二

=

の
長
歌
の
構
造
を
み
る
と
、

こ
の
序
詞

の
中
に
は
五

コ
の
対
句
が
用
い
ら
れ
、
而
も
対
句
と
対
句
は
畳
語
に
よ
つ
て
結
び

○

つ
け
ら
れ
る
複
雑
な
構
成
で
あ
る
。
先
す

「
石
見
乃
海

角
乃
浦
回

乎
」
と
言
い
出
し
て
、
そ
の

「
浦
」
を
受
け
て

「浦
無
等

人
社
見

良
目
」
と
言
い
、
こ
れ
の
対
句
と
し
て

「
泌
無
等

人
社
見
良
目

」

と
続
け
、
そ
の

「
浦
」
と

「濾
」
を
更
に
下
の
対
句
で
受
け
て

「
能

○

○

咲

八
師

浦
者
無
友
」

[
縦
聲
屋
師

濾
者
無
靹
」
と
し
て
い
る
。

そ
し
て
、
こ
の
対
句

の
流
れ
を

一
つ
に
纒
め
て

「
鯨
魚
取

海
辺
乎

指
而

和
多
豆
乃

荒
礒
乃
上
爾

香
青
生
」
ま
で
、

一
息
に
言

い

継

ぐ
と
、
再
び

「
玉
藻
息
津
藻

朝
羽
振

風
社
依
米

夕
羽
振
流

浪
社
来
縁
」
と
対
句
に
な
し
、
そ
の

「浪
」
を
受
け
て

「
浪
之
共
」

の
充
実
は
認
め
ら
れ
ぬ
。
以
上
の
見
地
か
ら
人
麻
呂

の
序
詞
の
連
接

を
見
る
と
、

「
対
句
を
用

い
た
序
詞
」
五
例
は
、
五
例

と
も

「
な

す
」

「
如
」

「
じ
も
の
」

「
も
こ
ろ
」
で
下
に
続
き
、

一
方
直
押
式

序
詞
は
四
例
と
も
例
外
な
し
に

「
の
」
に
よ
る
掛
詞
的
な
用
法
を
用

い
て
お
り
、
彼
が
常
に
正
統
な
格
調
に
極
め
て
忠
実
で
あ
つ
た
こ
と

を
示
し
て
い
る
。

と
対
句
を
統

一
し
、
次
の
瞬
間

「
彼
縁
此
依
」
と
二
つ
に
分
け
て
下

に
送
り

「
玉
藻
成

依
宿
之
妹
乎

露
霜

乃

置
而
之
来
者
」
と
、

何
時
序
詞
が
終

つ
た
と

も
感

じ
さ
せ
す
、
最
終
句

「
妹
之
門
将
見

靡
此
山

一
と
言
う
強

い
言

い
切
り
ま
で
、
活

々
と
集
中
し
て
行
く
。

即
ち
二
十
三
句
に
も
亘
る
ご
の
序
詞
は
、
大

き
く
二
聯

に

整
え

ら

れ
、
同
音
で
引
き
継
ぎ
な
が
ら
打
ち
寄
せ

る
波
の
よ
う
に
波
動
的
な

調
べ
を
作
り
出
し
て
お
り
、
・明
ら
か
に
口
諦
歌
的
な
も
の
で
あ
る
。

こ
の
長
歌
は
詞
書
に

「
従
石
見
国
別
レ
妻

上
来
時
歌
」
と
あ
り
、従
つ

て
、
こ
の
序
詞
中
で
歌
わ
れ
て
い
る
事
物
は
、
す
べ
て
石
見
よ
り
上

り
来
る
道
申
の
風
物
に
ょ
つ
て
い
る
。
記
紀
歌
謡
の
古

い
も

の

に

は
、
屡

々
歌
の
本
意
と
無
関
係
な
事
物
を

と
り
来

つ
て
序
詞
と
し
て

い
る
が

(例

「
美
豆
多
麻
流

余
佐
美
能
伊
気
能

章
具
比
宇
知
賀

佐
斯
祁
流

期
良
蓮

奴
那
波
久
理

波
閑
郡
久

斯
良
遮
」

和

賀
許

々
呂
志
叙

伊
夜
哀
許
遍
斯
弓
曜
伊
麻
叙
久
夜
斯
岐
」
勿
論
、

当
時
の
生
活
感
情
に
発
し
た
感
覚
的
な
警
喩
で
、
聞
く
も
の
に
生
き

生
き
し
た
共
感
を
呼
ん
だ
で
あ
ろ
う
が
、

一
首

の
歌
意
は
分
裂
し
て

了

つ
て
い
る
。
し
か
し
人
麻
呂
は
警
喩
と
は
言
え
、

一
首
の
本
意
と

関
聯
の
あ
る
事
物
を
も
つ
て
序
詞
と
し
、
し
か
も
何
時
序
詞
が
終

つ

た
と
も
感
じ
さ
せ
す
巧
妙
に
本
意
を
導
き
出
し
て
い
る
の
は
、
ご
れ

が
口
諦
歌
的
な
修
辞
法
と
は
い
え
、
既
に

一
首
の
意
味
の
充
実
統

一

を
目
ざ
す
記
載
文
学
的
な
意
識
が
働

い
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
更



詩
歌
を

口
諦
す
る
揚
合
、
聞
き
手
は
文
字
に
依
存

し

得

な

い
の

で
、

ふ
り
か
え
つ
て
記
憶
を
薪
に
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
従
つ
て

部
分

々
々
を
反
復
し
た
り
噛(
畳
語
、
畳
句
)
、
対
象
的
な
語
又
は
句

を
並
列
し
た
り

(対
語
、
対
句
)
、
長

い
巧
妙
な
磐
喩
を
用
い
た
り

す
る

こ
と
に
よ
り

(枕
詞
、
序
詞
)
、
は
じ
め
て
、
こ
れ
等

の
な
い

記
載
言
語
と
同
程
度
の
効
果
を
あ
げ
る
ご
と
が
で
き
る
。
し
か
も

一

回
き
り
で
流
れ
去
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
場
く

の
興
味
が
重

視
さ
れ
る
し
、
記
載
言
語
の
如
く

一
つ
の
思
想
内
容
を
伝
え
る
と
い

う
よ
り
、

一
つ
の
深
い
感
動
を
与
え
る
こ
と
に
重
心
が
置
か
れ
、
従

つ
て
聞
き
手
の
聴
覚
を
通
し
て
感
性
に
訴
え
、
強

い
感
動
を
盛
り
上

げ
る
た
め
の
技
巧
の
巧
妙
さ
面
白
さ
が
、

口
訥
歌
の
優
劣
を
大
き
く

左
右
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
こ
で
記
載
文
学
よ
り
も
遙
か
に
表
現

形
式
が
重
ん
じ
ら
れ
る
結
果
、
形
式
化
し
、
形
式
独
自
の
有
機
体
の

に

「
浦
と
溶
」

「
玉
藻
と
沖
つ
藻
」

「
風
と
浪
」

「
朝
と
タ
」
の
如

く
、
素
材
は
、
多
く
の
諸
対
象
の
中
か
ら
取
捨
撰
択
さ
れ
、
そ
の
上

「
朝
羽

ふ
る
風
こ
そ
よ
せ
め
」

「
夕
羽
ふ
る
浪
ご
そ
来
よ
れ
」
の
如

く
表
現
語
句
と
し
て
洗
練
さ
れ
、
様
式
化
さ
れ
て
い
る
。
従

つ
て
人

麻
呂
長
歌
か
ら
受
け
る
印
象
は
様
式
的
な
も
の
で
あ
り
、
又
、
彼
に

は
生
の
ま
ゝ
の
言
葉
は

一
つ
も
な
い
と
批
評
さ
れ
る
の
も
、
こ
ゝ
に

そ
の

一
因
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
人
麻
呂

一
人
の
み
な
ら
す
、

口
講
歌

的
色
彩
が
強
い
長
歌
す
べ
て
に
つ
い
て
言
え
る
ご
と
で
あ
る
。

存
在
を
可
能
に
す
る
。
構
成
の
各
部
分
で
あ
る
個

々
の
語
句
は
、
構

成
全
体
と
有
機
的
に
連
絡
し
、
語
句
の
撰
択
が
随
感
的
即
物
的
に
で

は
な
く
、
有
機
体
の

一
部
と
し
て

一
首
全
休
と
の
関
聯
に
於
て
行
わ

れ
る
。
人
麻
呂
長
歌
に
感
じ
ら
れ
る
様
式
化
は
、
こ
う
し
た

口
諏
歌

の
性
質
を
伝
え
て
い
る
か
ら
に
他
な
ら
ぬ
。

し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
表
現
の
様
式
化
自
律
化
は
、歌
い
も
の
と
し

て
こ
そ
価
値
が
あ
る
の
で
、
文
筆
的
作
晶
と
し
て
は
寧
ろ
そ
の
効
果

を
少
く
す
る
も
の
で
あ
る
。

口
頭
語
を
そ
の
ま
ゝ
記
載
し
た
の
を
読

む
場
合
、
繰
返
し
や
、強
調
の
た
め
の

無
内

容
な

対
句
は
、読
む

揚

合
、
煩
項
の
感
を
免
れ
な
い
し
、
表
現
の
美
麗
さ
に
対
す
る
内
容

の

稀
薄
さ
は
、
読
む
者
を
倦
ま
せ
疲
ら
せ
待
ち
遠
が
ら
せ
結
尾
を
急
が

し
め
る
。
口
諦
歌
に
適
し
た
修
辞
技
巧
は
、

そ
の
華
麗

さ
に
も
関
ら

す
、
歌
の
テ
ー
マ
を
拡
大
し
豊
富
化
す
る
力
は
極
め
て

微

弱

で

あ

る
。
例
え
ば
、
古
事
記
の
仁
徳
天
皇
御
製

「
美
母
呂
能

曾
能
多
迦

紀
那
流

意
富
阜
古
賀
波
良

意
富
章
古
賀

波
良
逓
阿
流

岐
毛

牟
加
布

許

々
呂
衰
陀
遡
賀

阿
比
涙
母
波
受
阿
良
牟
」
に
於
て
、

必
要
な

の
は
終
二
句

「
心
を
だ
に
か

あ
ひ
思
は
す
あ
ら
む
」
で
,御

製
の
主
意
は
こ
ゝ
に
あ
り
、
始
め
の
六
句

は

「
心
」
の
語
を
表
わ
す

為

の
序
詞
を
な
し
て
い
る
に
過
ぎ
な

い
。従

つ
て
、
こ
の
部
分
の
技
法

が
、
ご
れ
以
上
い
く
ら
彩
し
く
使
用
さ
れ
た

所
で
結
果
と
し
て
は
、

形
式
と
し
て
の
美
を
増
す
か
、

歌

の
量
を
よ
り

大
き
く

す
る

だ
け

で
、
意
味
に
は
全
く
何
の
増
減
も
来
さ
な

い
。
即
ち
、
口
諦
歌
の
修



辞
技
巧
は
形
式
の
印
象
が
目
ざ
ま
し
い
割
合
に
単
純
な
情
感

の
表
現

で
、
全
体
の
情
調
的
陰
影
に
乏
し
い
。
こ
の
よ
う
な
口
諦
歌
修
辞

の

特
色
は
、
こ
れ
を
支
持
し
た
の
が
常
に
集
団
で
あ
る
こ
と
を
考
え
る

と
き

一
層
明
瞭
と
な
る
。

宮
廷
大
歌
や
祝
詞

(人
麻
呂
長
歌
と
の
類
似
性
が
屡

々
論
じ
ら
れ

て
い
る
が
)
や
民
謡
は
、
そ
の
背
後
に
集
団
を
控
え

た

文

学

で
あ

る
。
従
つ
て
、
形
式
、
内
容
と
も
に
集
団
を
構
成
す
る
個

六
人
の
意

識
の
巾
を
包
み
込
む
に
ふ
さ
わ
し

い
だ
け
の
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら

な
か

つ
た
。
反
復
や
序
詞
、対
句
、祝
詞
で
も
つ
て
重
畳
と
紡
ぎ
出
し

て
行
く
こ
の
技
法
の
中
に
、
当
時
の
人
々
は
自
己
の
感
じ
た
世
界
を

捉
え
、
生
命
を
も
り
込
ん
だ
。
畳
語
の
多

い
連
対
句
で
押
し
て
来
た

勢
を
巧
み
に
二
つ
に
分
け
て
、
下
文
を
呼
び
出
す
'対
句
式
序
詞
は
、

多
く

の
人
々
を
前
に
置
き
、
音
律
上
か
ら
、
又
意
味
上
か
ら
述
べ
よ

う
と
す
る
事
柄
に
対
し
て
興
味
を
惹
き
起
す
に
ふ
さ
わ
し
い
朗
諦
の

手
法

で
あ
ろ
う
。
し
か
し
対
句
か
ら
対
句

へ
と
近
似
的
な
も
の
を
積

重
ね

て
行
く
手
法
は
発
条
力
が
な
く
、
感
情
の
飛
躍
を
描
写
す
る
こ

と
は
で
き
な
い
し
、

一
続
き
の
線
条
で
あ
つ
て
、
人
間
心
理
の
鎌
綜

す
る
微
妙
な
陰
影
に
た
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
即
ち
、
こ
の
形
式

を
も

つ
て
し
て
は
、
万
人
共
通

の
基
音
を
明
快
に
強
く
響
か
せ
る
こ

と
は

で
き
て
も
、
個
性
の
瞬
間

々
々
に
於
け
る
情
調
の
か
げ
ろ
い
ま

で
を
、
事
細
か
に
表
現
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

(
万
人
に
、
強
い

人
間
的
な
感
動
を
与
え
る
の
は
、
こ
の
基
音
で
あ
つ
て
、
複
雑
な
心

理
表
現
は
、
そ
れ
と
同
傾
向
の
人
の
感
性
に
、
し
か
も

一
時
的
に
し

か
訴
え
な
い
)
従
つ
て
、
こ
の
形
式
を
支
持
し
得
る
の
は
、
個
人
の

情
緒
に
纒
綿
と
す
る
分
化
さ
れ
、
閉
鎖
し
た
個
人
で
は
な
く
、
単
純

で
強
靱
な
情
感
を
持
ち
、
常
に
集
団

の
中
に
あ
り
、
集
団
の
申
で
考

え
行
動
す
る
集
団
人
で
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

さ
て
、
八
麻
呂
が
口
諦
歌
的
修
辞
を
、
数
、
量
、
及
び
技
巧
、
す
'

べ
て
の
点
で
古
歌
謡
及
び
後
続
歌
人
の
群
を
ぬ
い
て
自
由
自
在
に
駆

使
し
て
い
る
の
は
、
彼
の
中
に
、
宮
廷
大
歌
や
祝
詞
や
民
謡
を
支
持

し
た
集
団
人
と
し
て
の
発
想
が
、
な
お
存
続

し
、
そ
の
最
後
の
、
そ

し
て
最
大

の
完
成
者
で
あ
つ
た
ご
と
を
示
し
て
い
る
。
事
実
、
彼
の

長
歌

の
多
く
は
、
公
的
な
場
で
朗
諦
さ
れ
た

の
で
は
な
い
か
と
言
わ

れ
て
お
り

(供
奉
の
際
に
詠
ん
だ
も
の
四
首
、
皇
族
又
は
貴
人
に
対

す
る
挽
歌
五
首
、
皇
族
に
献
じ
た
も
の

一
首

)
、
彼
の
長
歌
に
見
ら

れ
る
口
諦
歌
的
修
辞
は
、
こ
の
点
か
ら
も
納
得

で
き
る
し
、
又
、
そ

の
よ
う
な
長
歌
を
能
く
作
り
得
た
の
は
、
彼

の
集
団
人
と
し
て
の
生

命
に
よ
る
で

あ

ろ
う
。
巻

一

「

山
神

乃

奉
御
調
等

春
部

・

者

花
挿
頭
持

秋
立
者

黄
葉
頭
刺
理

遊
副
川
之
神
母

大
御し

食
爾

仕
奉
等

上
瀬
爾

鵜
川
乎
立

下
瀬
爾

小
網
刺
渡

山
川
母

依
底
奉
流

神
乃
御
代
鴨
」
と
歌

つ
た
時
、
人
麻
呂
は
花

を
咲
か
せ
、
黄
葉
を
か
ざ
し
、
鵜
川
を
立
て

ゝ
行
幸
を
視
福
す
る
山

川
の
神

々
の
姿
を
あ
り
ー

と
思

い
浮
べ
る
こ
と
が
で
き
た
で
あ
ろ



し
か
し
、
人
麻
呂
は
全
く
口
謡
歌
的
修
辞
に
の
み
終
始
し
て
い
る

の
で
は
な
い
。
こ
の
形
式
の
枠
内
で
幾
多
の
記
載
文
学
的
手
法
が
認

め
ら
れ
る
。

例

え
ば
、
前
蓮
し
た
如
く
直
押
式
序
詞
は
四
例
と
も
掛
詞
式
に
用

い
て
お
り
、
こ
の
意
味
性
を
重
視
し
た
手
法
は
万
葉
集
中
で
も
後
牛

に
多
く
見
出
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
他
万
、
本
釆
が
口
諦
融
的
な
修

辞
で
あ
る

「
対
句

を
用
い
た
序
詞
」
は
、
五
例
と
も

一
首
の
初
頭
部

に
置

か
れ
、
歌
の
本
慧
と
関
聯
の
あ
る
素
材
を
採

り
来

つ
て

使

用

し
、
歌
意
の
分
裂
を
防

い
で
い
る
。
又
巻
二

描

に
、
従
釆
の
序

詞

擬
」
の
如
く
程
度
の
低
い
地

口
の
類
か
、
又
は
簡
単
な
連
想
に
よ
り

須
擬

播
屡
比
能
-

箇
須
我
鳴
須
擬

逗
摩
御
暑
厘

鳴
佐
鳴
須

て
も

挙
慕
厚
短
羅

施
箇
播
志
須
擬

暮
能
娑
幡
鞠

於
葭
野
該

う
し
・
巻
二

研

「鵡
撒
万

.棚
曝
擁

架
野
茜

鵡
鴻
鷹
灘

八
百
万

千
万
神
之

神
集

集
座
而

神
分

分
之
時
爾

天
照

日
女
之
命

天
乎
波

所
知
食
登

葦
原
乃

水
穗
之
国

乎

天
地
之

依
相
之
極

所
知
行

神
之
命
等

天
雲
之

八

重
掻
別
而

神
下

座
奉
之
…
」
と
詠
ん
だ
時
、
高
天
原

の
荘

厳

な
神

々
の
会
議

の
光
景
を
、
深

い
感
動
を
も
つ
て
想
像
し
得
た
の
で

あ
ろ
う
。
又
恋
や
愛
す
る
者
と
の
別
離
に
表
わ
れ
た
情
感
の
強
さ
、

巻
二

慮

【
夏
草
之

念
之
奈
要
而

志
怒
布
良
武

妹
之
門
将
見

摩

此
山
」
も
、
記
紀
歌
謡
や
万
葉
集
中
の
古
歌
及
び
民
謡
風

な

作

者
不
明
歌
に
共
通
す
る
素
朴
な
上
代
人
の
生
命
が
、
人
麻
呂
と
言
う

全
力
的
な
強
大
な
個
性
を
通
し
て
表
わ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

の
構
造
を
無
視
し
た
位
置
の
転
倒
が
見
ら
れ
る
。
即
ち

「対
句
を
用

○

○

い
た
序
詞
」
本
来
の
構
造
は

「
玉
藻
成
廃
寝

之
児
乎
」
の
如
く
、
警

喩
と
な
る
語

(
玉

藻
)
が
、
先

す
言

わ

れ
、

「
○
○
の

如
く
」
と

磁
幡
の
で
あ
る
が
、
こ
ゝ
で
は

「
立
者

玉
藻
之
如
許
呂

臥
者

川
藻
之
如
久
」
と
、
仮
定
法
を
使

つ
て
位

置
を
転
倒
さ
せ
て
い
る
。

伝
来
の
序
詞
の
技
法
を
自
由
自
在
意
の
ま

ゝ
に
操
り
、
形
式
を
自
己

の
内
に
全
く
同
化
し
て
了
つ
た
人
に
の
み
可
能
な
表
現
の
く
だ
け
と

見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
が
、
同
時
に
、
記
載

さ
れ
た
文
章
と
し
て
の
技

巧
で
あ
る
。
序
詞
以
外
の
他
の
修
辞
を
見

て
も
、
同
じ
く
記
載
文
学

的
な
傾
向
が
発
見
で
き
る
。
対
句
は
同
音

同
語
の
反
復
に
よ
り
成
り

立
つ
も
の
と

(大
宮
者
此
間
等
錐
聞
　
大
殿
者
此
間
等
錐
云
)

(嘆

毛
未
過
爾
　
憶
毛
未
尽
者
)
、
用
語
の
意
味
の
対
立
に
よ
つ

て
成

り
立
つ
も
の

(
此
川
乃
絶
事
奈
久
　

此
山
乃
弥
高
良
之
)

(
昼
羽
裳

浦
不
楽
晩
之

夜
者
裳
気
衝
明
之
)
と
が
あ
り
、
人
麻
呂
に
、
後
者

の
意
味
的
な
語
法
が
増
し
て
い
る
の
は
、
対
句
と
言
う
本
来
旦
諦
歌

的
修
辞
の
枠
内
で
、
彼
が
意
味
の
充
実
を
望
み
、
記
載
ヌ
学
と
し
て

の
性
格
が
濃
く
な
つ
て
来

π
こ
と
を
示
し
て

い
る
。
又
、
枕
詞
に
於



で
言

い
か
け
で
い
た
古
い
枕
詞
を
、
人
麻
呂
は
微
妙
な
陰
影
を
持
つ

内
容
豊
か
な
枕
詞
と
し
て
再
生
し
て
い
る
。

一
例
を
あ
げ
れ
ば

「
那

都
久
佐
能
　

阿
比
泥
能
波
麻
」

(允
恭
記
)
の
如
く
地
名
に
か
け
て

い
た
枕
詞
を

「夏
草
之
-
念
之
那
要
而
」
と
情
の
描
写
に
用
い
た
の

も
、

「
逗
　摩
御
莫
二屡
　
鳴
佐
鳴
須
一擬
」

(
武
列
嚇紀
)
の
如
き
難
㎜解
な

枕
詞
を

「
嬬
隠
有
　
　屋
上
乃
山
」

「
妻
隠
-
矢
野
神
山
」

の

よ

う

に
、
意
味
的
に
極
め
て
わ
か
り
易
い
も
の
に
変
化
し
て
用

い

て

い

る
。
斯
く
、
既
に
固
定
し
、
形
式
的
に
言
い
慣
れ
て
来
た
枕
詞
が
、

人
麻
呂
に
よ
つ
て
新
し
い
意
味
を
附
与
さ
れ
、
独
創
的
に
歌
い
出
さ

れ

た
。
枕
詞
の
こ
う
し
た
意
味
上
の
再
生
は
記
載
文
学

へ
の
移
向
を

示
し
て
い
る
。

以
上
に
よ
つ
て
、
人
麻
呂
が
口
舗
歌
的
修
辞
と
記
載
文
学
的
修
辞

を
併
せ
持
つ
過
渡
期
の
歌
人
で
、
集
団
人
と
し
て
の
瓦
解
の
危
機
を

既

に
孕
み
な
が
ら
、
長
歌
形
式
の
最
後
の
完
成
者
で
あ
つ
た
と
言
え

る
。彼

に
は
な
お
可
能
で
あ
つ
た
口
諦
歌
的
な
長
歌
の
修
辞
法
も
、
詩

歌

が
全
く
記
載
文
学
化
し
、
他
方
、
歴
史
社
会
の
発
展
も
個
人
化
の

過
程
を
辿
る
よ
う
に
な
る
と
、
表
現
形
式
と
時
代
と
の
不
調
和
が
愈

々
表
面
化
し
て
来
る
。
そ
の
間
、
赤
人
、
憶
良
、
家
持
等
有
能
な
長

歌

歌
人
達
の
形
式
変
革
の
努
力
を
見
の
が
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
赤

入
が
長
歌
に
於

て
入
麻
呂
に
追
随
し
な
が
ら
、
反
歌
で
個
我
に
沈
潜

す

る
新
し
い
境
砲
を
示
し
て
い
る
こ
と
や
、
憶
良
が
、
複
式
長
歌
に

よ
り
人
麻
呂

に
な
か
つ
た
思
想
表
現
を
企

て
ゝ
い
る
ご
と
.
家
持
が

　
及
び
　

(
後
者
は
正
し
く
は

「
対
句

を
用

い
た
序
詞
」
と
言

い

得
な
い
が
)
に
於
て
、
,ご
の
種
の
序
詞
は
初
頭
部
に
置
か
れ
る
と
言

う
従
来
の
慣
例
を
破

つ
て
、
序
詞
を

一
首

の
中
間
部
に
置
き
、
し
か

も

「
の

」
に
よ
つ
て
続
け
て
い
る
等
、
今
迄
と
全
く
異

つ
た
表
現
法

で
あ
る
。
記
紀
を
成
立
さ
せ
た
古
代
国
家
の
若

六
し
さ
が
失
わ
れ
始

め
た
時
、
古
代
の
表
現
形
式
と
、
彼
等
が
抱

い
て
い
る
思
想
感
情
と

の
間
に
矛
眉
が
生
じ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
決
定
的
な
形
式
変
革

に
は
至
り
得
す
、
長
歌
形
式
は
加
速
度
に
衰
微
し
て
行
く
。
赤
人
、

憶
良
等
と
殆
ん
ど
踵
を
接
し
な
が
ら
、
人
麻
呂
の
長
歌
が
見
事
な
調

和
と
力
の
充
実
を
示
し
て
い
る
の
は
、
彼

の
本
質
を
物
語
る
も
の
で

あ
ろ
う
。


